
保護者の方へ 

 

【黄熱とは】 

黄熱は、ネッタイシマカなどの蚊に刺されることでかかるウイルス性の感染症です。 

アフリカや中南米などの一部の地域で発生しています。通常３～６日の潜伏期間の後、発熱、頭痛、

筋肉痛、嘔吐などを起こします。重症化すると出血症状や黄疸等の症状が現れ、死に至る場合があ

ります。 

 

【ワクチンの用量と適応】 

 黄熱ワクチンは、病原性を弱めた黄熱ウイルスを用いて作られた生ワクチンです。 

 接種は１回量 0.5ml を皮下に注射します。成人も小児も同量を注射します。 

 鶏卵を用いて製造されており、安定剤としてゼリー（ゼラチン）が含まれているので、卵及びゼリーに

対してアレルギーのある人は、原則接種できません。 

 

【黄熱ワクチン接種の目的】 

黄熱ワクチンは、入国時に予防接種国際証明書（イエローカード）の提示を要求されることがあり

ます。要求国以外でも、黄熱に感染する可能性のある地域に渡航する場合は接種を推奨しています。 

  

【免疫効果】 

接種後 10 日目以降に免疫効果が出現するとされています。 

黄熱予防接種国際証明書は、接種 10日後から生涯有効です。 

 

【接種後の副反応】 

黄熱ワクチンは、安全性が高いと考えられていますが、接種後１～２週間の間に以下のような症状

が出現することがあります。 

 ＊頭痛、発熱、筋肉痛、倦怠感、喘息様症状等（接種後数日間に１０～３０％程度） 

＊アナフィラキシーという強度のアレルギー反応（10万回接種に 1 例程度） 

 ＊脳脊髄膜炎、ギラン・バレー症候群、けいれん等の神経系障害（１0 万回接種に 0.4～0.8 例程

度） 

＊熱性多臓器不全（10 万回接種に 0.3～0.4 例程度） 

 

【未成年者への予防接種について】 

（１）満１６歳未満の方は必ず保護者の同行が必要です。 

（２）満１６歳以上の方で接種当日に保護者が同伴されない場合には、次ページ「保護者同意書」

の提出が必要となります。 

＊「保護者の方へ」の内容をご熟読のうえ、黄熱予防接種に同意された場合、「保護者同意書」に、

必要事項を記入し、署名をしてください。 

＊「保護者同意書」は、予防接種当日、被接種者が持参してください。 

 

 

※予防接種当日、満１６歳未満の方が単独で来た場合、満１６歳以上の方で「保護者同意書」の

確認が取れない場合は、予防接種を受けられませんのでご注意ください。 

 

別紙１０ 



保 護 者 同 意 書 

 

小樽検疫所長 殿 

 

 

 

私は、令和   年   月   日 に、             が、 

      （予防接種を受ける日）   （予防接種を受ける者の氏名） 

 

黄熱予防接種を受けるにあたり、「黄熱ワクチンに関する説明書」の内容を読み、 

 

副反応の可能性について理解した上で、上記の者への黄熱予防接種に同意します。 

 

 

 

 

                                         同意日 

 

令和    年    月    日 

 

                                  

 

 

〔保 護 者〕 

  

氏 名：                                    

 

続 柄：                

 

緊急連絡先電話番号：                                                       

 

 

 

札幌医科大学附属病院 

             北海道札幌市中央区南１条西 16 丁目２９１番地 

             TEL：０１１－６１１－２１１１（代表） 

 

小樽検疫所 

北海道小樽市港町５番２号 

小樽地方合同庁舎１階 

Tel ０１３４－２３－４１６２ 


